
コミュニティ・スクールの運営や地域学校協働活動を効果的に進めるために

子どもたち自身は
何をやるのか?

教職員は目標
達成に向けて
何をやるのか?

① 学校運営協議会や熟議の場で学校・家庭・地域が 「共有」 すべきことは何ですか?
情報・課題
の共有

目標・ビジョン
の共有

アクションの共有
（協働活動）

成功体験
の共有

子どもたちの未来
地域の「未来」
に向けて

学校・子どもたち
地域の「課題解決」

に向けて

Ｄ

② 共通の目標に向かって、それぞれが自分自身の 「PDCA」 サイクルを回していますか?

共通の目標

地域住民の力
をどう生かせば
よいか?

保護者はどの
ように関われば
よいのか?

共通の目標
の設定

“自分”たちには
何が出来るか?

目標達成に向けた
協働活動

“自分自身”の取組
はどうだったか?
（自己評価）

Ｐ

Ｃ

Ａ

③ 学校と地域の 「協働」 による取組になっていますか?

「協働」
・・・共通の目的の
ために（共通の
目標）に向かっ
て、対等な立場
で共に働くこと

共通の目標

地域学校協働活動学校 地域

・「共通の目標」 を何に設定しているか?
・「地域の力」をどのように生かすのか?
・「学校がもつ専門性」をどのように発揮するのか?
・それぞれの「主体的」な取組になっているか?
・「地域と学校」の密な連絡調整が行われているか?
・「幅広い地域住民」の参画が得られているか?
・「評価」を行い、次への改善を図っているか?
・「学校の教育課程」と関連づけられているか?

本リーフレットは、コミュニティ・スクールの運営や、地域学校協働活動（地域協育ネットの仕組みを生かした活動）を効
果的に進めるためのポイントを関係者間で確かめ合うために、熟議やワークショップ等で活用いただくことを想定して作成して
います。
「何から始めたらよいかわからない」、「何のために取組や活動を行っているのか見直したい」、「学校と地域が貸し借りの関
係になって人々の不満が増えている」、「学校運営協議会がマンネリ化している」、「取組の成果が見えてこない」などを感じ
ることがあれば、ぜひ本リーフレットを学校運営協議会や研修会等で御活用ください。熟議やワークショップ等を実施する中
で、打開策が見つかったり、効果的な取組につながったりする可能性が広がります。

「子どもが変わる! 学校が変わる 地域が変わる」 ワークシート版リーフレットの活用

山口県教育庁地域連携教育推進室

④ 子どもたちの「学び」や「育ち」の 「連続性」 を意識していますか?
幼児 小学生 中学生 高校生 大学生・社会人「学ぶ内容」・「学び方」

「育つ環境」・「育てる力・心」
が明らかに変化してきている

関係者による
目標・ビジョン
の共有が必要

各発達段階までに身に付けたい「力」や「心」を明確にし、学校種間でつなぐ必要

何をいつまでに
身に付けさせた
いのか


